
テーマ
●地域のみなさんが、国宝を生んだ笹山に集い、楽しむ一日にしよう。
●縄文文化に触れ、すばらしい文化を残してくれた先人に感謝しよう。
●楽しい縄文体験を通して、笹山遺跡や出土品のすばらしさを広く発信しよう。

心帰ろう縄文へ

みんなすてきだね。

すばらしい日輪が
出ました！

黒米の餅つきだい。
ぺったん　ぺったん

おお！
笹山原風景みたい。

記念すべき第1回笹山縄文マラソンがスタート！

紙芝居はいかがっすかあ。

縄文に思いをはせながら歌って、踊って。
「縄文音頭」です。

笹山縄文太鼓。魂がふるえます。

世界中から人がやってき
て、みんながつながるお
祭りになったらいいな

大地の上で歌って、踊って、
縄文の魂を呼び覚ましたいな

　目に見えるものだけに価値を置き、物質根源の世界観に支配される現代社会は、戦争はやむことな
く、地球環境は危機に陥っています。命である自然を破壊し、物の豊かさを追い求めてきたことが地球
と人類の危機という深刻な事態をもたらしているのです。ここにきてようやく世界の人々は現代社会が
進むこの方向にほんとうの幸せや喜びはないということに気づき始めました。
　
　私たちは現代のこの価値観や倫理観を率直に反省することから始め、自然との共生を軸とする新し
い世界観を打ち立てなければなりません。置き忘れてきた「自然」と「こころ」を取り戻すのです。その力
強い指針となるのが縄文の人々の世界観です。自然との共生が育んだ高い精神性を持つ縄文の世界
観の中には、自然と深くつながる思想と価値観、すべてのものは人間と等しく命を宿し、ひとつにつな
がっているという考えが根源にあります。
考古学は未来学です。縄文の世界を探求する向こうに私たちが理想とする未来が姿を現すのです。
　
　ここには縄文の人々が遺してくれたすばらしい宝もの(極上の麺）と、すばらしい自然（おいしいスープ
と具）、そして地域のために活動する多くの人たち（ラーメンをつくり、味わう人）がそろっています。
さあ、みんなでこの笹山から新しい時代を創ろうではありませんか。

苅谷俊介さん　縄文メッセージ　（じょうもん市でのお話から）

笹山に生きた
縄文の人々のように、
この大地とつながり、
大いなる自然の精霊たちと
ひとつになりましょう！

第８回笹山じょうもん市

平成１９年６月３日(日)

中条が誇る「大の坂」を踊ります。
縄文の大地から世界に飛び出すぞー
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